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新規造成畑における肥培の差異による作物の生育と土壌化学性の変化

1．ハクサイとエンバクの生育・養分吸収
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1　は　じ　め　に

近年増加している開発畑の土壌条件は劣悪なものが多く，

造成後の肥培管動こよる熟畑化の促進が期待されている。

著者らは，新規造成畑において肥培の違いによる野菜を

中心とした作物の生育相と土壌化学性の変化を明らかにす

るため，1986年から試験を実施した。しかし，3年巨＝こ1

部の試験区にハクサイ槻こぶ病が発生したため，4年臼ま

でに得られた結果を取りまとめて報告する。

2　試　験　方　法

圃場は福島市荒井の東北農試畑地利用部構内で，1985年

春に厚さ50cmに盛土造成した火山灰心t畑（赤褐色安山岩

風化土，以下心七畑という）と火山灰表上畑（黒ポク上，

以下真上畑という）を用い，1区20nfのl連の試験区を設

けた。

試験区は14区で施肥の組合せを表1に示した。施肥旭は

義1　試験区の構成

10a当り，エンバクはN：17．0kg，P205：13．0kg，K20：

10．0kg，石灰：200kg，堆肥：3．600kgを．ハクサイはそれ

ぞれ33．0，39．0，30．0，260及び3，900kgとし，硫安，過石，

硫加，苦土石灰及び稲わら堆肥を用い，全局を基肥として

施用した。作物は．青刈エンバク（品稀：前進，25cm集権，

4月下旬播種．7月中旬収穫）とハクサイ（耐病60日，80

×40cm，8月下旬播種．1川上句収穫）の年2作とし，常

法により生育・収員調査と無機組成の分析を行った。

3　試験結果及び考察

ェンバクの生育・収鼻は年次によって変動したが，土壌

の種類では表土畑が草丈，茎数，収量とも心土畑より優っ

た。区間では－窒素施用区に比べて窒素欠除区は劣ったが，

肇索欠除区では堆肥加用の効果が認められた。3，4年H

にはレッドリーフ病の発生もあったが，収墨への影響は気

象条件の方が大きかった。これらの影響を軽減して区間の

収員を比較するため，各年の三要素区を基準とした指数を

図1に表した。これによると窒素施用区は概して優り，燐

酸欠除区はやや劣り．零素欠除区は著しく劣る傾向を示し

た。堆肥加用区は心土畑の燐酸欠除区のはかはいずれも増
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図1　エンバクの収量指数

収し，窒束欠除区での効果が高く，特に心上州において朗

著であった。ハクサイの生育と病虫書発年率を表2に示し

た。考案欠除区の璧及び球の大きさと結球率は1年臼から

劣り．石灰加用区の結球率の低下が認められた。この事象

は心上欄で顕著で，これには＿1二壌pIIの上昇が関与してい

るものと考えられた。病虫害発／L率は1986年はコナガの食

害で，1988年は舶こぶ病の羅病率である。根こぶ病の発生

は区間に一定の傾向が認められないが，1988年は8月巾句

ー265－



東北農業研究　　第　43　号　日990）

蓑2　ハクサイの生育量と病虫害発生率

試 験 区

肇　　 長　 （cD ） 球　　 径　 （c m ） 結 球 率　 （％ ） 病 虫 害 率　 （％ ）

心 土 畑　　　 表 土畑 心 上 欄　　　 表 土 梱 心 土 畑　　　 表 土 畑 心 土 畑　　　 表 土 畑

19 8 6 19 8 8 1 9 8 6 19 8 8 19 8 6 19 8 8 19 8 6 19 8 8 19 8 6 19 8 8 19 8 6 1 9 8 8 19 8 6 lg 恥 1渕 6 19 8 8

1 2 0 ．3　 14 ，4　 2 6．6 1 6 ．4 7 ．5　　 －　　 9．9　　 － 2 6，7　　 0 ．0　 8 3．3　 0．0 0　　　 0　　　 0　　 2 0 ．0

2 3 6 ，9　 3 3，6　 3 8．6 1 0 ．8 1 5．9　 16 ．2　 1 5．0　　 5 ．5 9 5 ．0　 9 8 ．3 10 0．0　 1．7 5．0　 0　　　 0　　 9 8 ．3

3 3 0 ．6　 3 3 ．4　 3 7．6　 2 6 ．5 13 ，8　 1 3，5　 1 6．2　 13 ．3 7 6 ．7 10 0 ．0　 9 3．3　 6 3 ．3 8 ．3　 0　　　 5 ．0　 4 8 ．3

4 3 8 ．9　 3 6．8　 3 9 ．5　 19 ．4 1 7．0　 1 5．0　 1 4．8　 1 1．8 9 8 ．3 10 0．0 10 0，0　 2 0．0 0 ．　　 0　　　 0　 10 0．0

5 3 7．0　 3 6．5　 3 9 ．4　 3 1．8 1 5．2　 1 4．4　 1 6．】 14 ，3 8 3 ．3 1 0 0．0　 9 8．3　 9 3 ．3 1 1．6　　 0　　　 0　　 16 ，7

6 3 6．7　 2 6，9　 4 0 ．1　 2 5．8 1 6．3　 1 3．9　 1 4．9　 1 2 ，9 9 5 ．0　 96 ．7　 9 8 ，3　 6 8 ．3 1．7　　 0　　　 0　　 4 3．3

7 3 4 ．9　 3 3．7　 3 7．4　 16 ．4 16 ．0 1 3．5 1 4．9 1 1．9 9 3 ．3 1 00 ，0　 9 6 ．7 10 ．0 1．7　　 0　　 1．7　 9 6 ．7

8 3 7，1　 3 1．9　 3 8 ．4　 2 7 ．0 1 5．3 1 2．7　 1 4．9 1 2．6 9 8 ．3　 9 1．7 1 0 0 ．0　 8 0 ．0 0　　 7 1．0　　 0　　 6 5，0

9 3 6．8　 3 2．0　 3 2．8 1 5．1 16 ，0　 1 3．9　 1 1．6　　 － 9 5．3　 9 5 ．0　 9 8 ，3　 0 ．0 0　　　 0　　　 0　　 4 3．3

10 3 4．8　 2 7．2　 3 4 ．8　 1 8．7 1 3．6　 1 1．9　 1 4．6　　 － 9 5 ．0　 73 ．3 1 0 0 ．0　 0 ．0 0　　　 0　　 1．7　 3 6 ．7

1 1 3 8．6　 3 4．6　 3 8 ．4 1 5，1 1 5．3　 1 5 ，8　 14．6　 12 ．1 0 0．0　 9 8．3 1 0 0 ．0 1 0 ．0 0　　　 0　　　 0　　 9 8．3

】2 2 5，1 17．1　 2 7 ．1 1 7．1 8．7　　 5 ．2　　 9 ．0　　 9．1 6 6 ．7　 1．7　 9 5 ．0 1 1．7 0　　　 0　　　 0　　 6 1．7

13 2 2．1 】7．4　 2 8 ．1　 2 0 ．7 6．6　 10．7　 10 ，4　　 9．8 4 6．7　　 3．3　 6 5 ．0　 2 0 ．0 0　　　 0　　　 0　　　 0．0

14 2 8．3　 2 9．6　 3 6 ．4　 2 7．9 1 0．0　 12 ．8　 12 ．9　 1 3．5 9 1．7　 9 6 ．7　 9 8 ．3　 8 1．7 0　　　 0　　　 0　　 4 1，7

から9JHl句にかけての多雨少照の気象が発病を助長し，

しかも，表十畑は保水力が大きいため過混状態となったこ

とが，多発を招いたものと推測される。ハクサイの収量は

図2に示した。2年Rの収量が多く．冷害と病害発生のあっ

た3年Hは著しく劣った。区間の傾向はエンバクの場合と
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図2　ハクサイの収量指数

類似し，堆肥加用区は増収したが，†i灰加用区の多くは減

収傾向を示し，石灰はト壌pIIを考慮した施用が必要と思

われた。エンバクの無機成分合有率は，心卜畑のカルシウ

ムとマグネシウムが表土柵より高かった。茎農郡の　二要素

合〃率を表3に示したが，二要素の施用の打鰍こよって†！1

該成分には明らかな差が認められたが，カルシウムとマグ

ネシウム含有率は苦上イfJ火を加用しても増加】傾向は認めら

れなかった。

ハクサイ茎腰部の無機含有率を表4に示したが，三要素

施用区に比較して．カリ欠除区では差が′トさく，考案と燐

岐欠除区は全般に劣り，なかでも等素欠除区の全等素．カ

ルシウム，マグネシウム含有率は無肥料区より低い場合が

認められた。

養分吸収jtは，エンバク，ハクサイともカリウム≫全額

素＞燐酸＞カルシウム≫マグネシウムの順で．心1二柵が表

土柵より多い傾向を示した。区間では1要素区＞カリ欠除
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表3　エンバク茎葉の無機組成

T
唱
・
聞
7
2
…
7
・

心
荒
川
川
相
川

欄
■
ニ
ー
、
‥
。
。
■
、

別
個
3
1
　
2
5
4
1
却

■
ほ
コ
判
∵
丑
力
持

ん
型
川
Ⅷ
㍑
…
冊
用
川

l Z5

210

203

．1、

知
　
日
川
封

】らl　　㍗弗

←→　　　　＿　←1▲

－　↓t　　．ト▲

朗
即
6
7
削
伽
7
■
8
7

餌
4
9
3
6
7
㍍
5
9
u

鋸
幻
は
9
5
9

4
那
7
9

1
0
餌
6
3
1
4
1

5
鴻
鳩 7

1
7
5
貼

馳
餌
6
9

側
粛
胴
0

12°l：ユ…吊諾
い・　■■・．一日・

表4　ハクサイ茎葉部の無機組成
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一区＞燐酸欠除区≫零素欠除区の順で，収lliと類似傾向を示

した。

4　ま　　と　　め

2挿類の火山灰卜を盛上した造成畑において，エンバク

とハクサイ体系による／巨行や養分吸収の面から肥培法を検

討した。その結果、作物の／L背・収l止は奪嵐隣酸欠除区

が無肥料区亜みに劣り，窒素と燐酸の施用効果が極めて高

かった。カリの施用効果は緩慢で施肥量の削減が可能と思

われた。堆肥加用の効果は腐植の少ない心卜畑で高く，窒

素や燐酸の補強的効果が認められたが．腐桶の多い異ボク

Lでの効果は明らかでなかった。石灰の加用によって，ハ

クサイはむしろ減収傾向を示したことから．－L壌改良資材

としての効果を含めて．その施用には往意を要する。


